
毎日使うものから記念日や来客用など、食器の使い方・大きさは様々…収納といっても
片付けるというより、心地良い空間を作ってあげると楽しくなりますよ。

よく使うものほど取り出しやすい位置に収納しましょう。
取り出しやすい高さは【胸～おなか】と言われています。
使う頻度が少ない来客用などの食器は上段や下段に収納しましょう。
グラス・お茶碗・深皿…などアイテム別に分類して収納すると使うときに便利です。

種類の違う平皿は重ねてしまいがちですが、重ねてしまうと下になったお皿が取り出しにくくなります。

食器棚整理ラックを使うことによって便利になります。大きさや形など様々な

種類がありますので、使いやすいお気に入りのラックを

探してみましょう。

お皿は立てて収納する方法もあります。手軽に

ブックスタンドやファイルスタンドなどでも収納

することが出来ます。

市販されているラックでは棚の高さが足りない時などは…

マグカップやティーカップにも専用の収納 洋灯釘を使えば、ご自分で作る事も出来ます。

ラックが市販されています。 棚の下面に洋灯釘をカップ分の幅を

開けてねじ込んで吊るします。

棚板によっては緩くなることもありま

すので、テストしてお使い下さい。

グラスなど同じ種類が数点あるものは、横一列で お茶碗など深さのある食器は引出しに

はなく、 縦一列に収納しましょう。正面から見て 収納すると使いやすくなります。

何があるかが分かりやすくなります。 ※引出しの耐荷重には注意して下さい。

またボックスなどに入れると奥のグラスも取り出し お茶碗・お椀などいつも使う食器をボック

やすくなります。 スにひとまとめにし、食事の時にボックス

ごと引出して使うのも便利です。

片付けた後もボックスに入れて定位置

に戻しましょう。

冷蔵庫の壁面やレンジフードも収納スペースに。

サッと取れるので使う時も便利です。

 さわやかに風薫る季節となりました。新生活を始められた方も一息つけるGWですが、皆様お元気でお過ごし

 でしょうか？今回は『食器棚の収納』について取り上げました。


